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1.概要 

Large Helical Device (LHD)では周辺部のストキ

ャスティック領域における発光分布計測を行い, 不

純物や燃料粒子の輸送について調べている. アタッ

チメント状態とデタッチメント時での計測結果をも

とに解析を行っているが, この研究では磁場構造に

着目し，比較検証を行っている. 熱核融合炉実現にお

いて定常磁場によるプラズマ閉じ込めは最も基本と

なる条件のひとつであり, それだけに不純物輸送と

の相関を見極めることは定常運転のシナリオにおい

て重要な要素となる. 今回の発表では主に接続長分

布との比較による考察を行う. 

 

2.周辺領域の 2 次元発光分布計測 

発光分布は多チャンネルの光ファイバーを用いた

分光器により計測しており, その視野は最外殻磁気

面とストキャスティック領域，ダイバータレグ，X

点そしてストライク点を含んでいる.  

 

 
図1.分光器により計測されたデタッチ遷移後の 

CⅡの発光分布. (外部摂動磁場印加時) 

 

デタッチメント遷移における発光分布計測を外部

摂動磁場印加時, 印加なしの場合で行い外部摂動磁

場が不純物や燃料粒子の輸送に影響を与えている事

が確認された. [1] 図 1 は計測された発光分布であり, 

発光の強い領域(黄色以上または赤)に特に焦点をお

き解析を行った. 

 

3.磁場構造と発光分布の比較 

 磁場構造と発光分布の計測結果の比較を行うため

に真空磁場計算用の計算コードKMAGを用いて磁力

線追跡を行った. 視線と垂直な断面での磁力線構造

について解析を行った結果，CⅡ発光の強い領域はメ

インプラズマより外側にあり, 接続長が10 m前後の

領域(図2参照)もしくはダイバータレグに集中してい

ることが示唆された. 

 

 
図2.ファイバーから4.05m離れた位置での 

接続長分布. 

 

 また, 特定の点の磁力線追跡や, 特定の長さの磁

力線上で一様に発光していると仮定して行った解析

から, 定性的ではあるが接続長の短い領域と発光分

布に相関がある事が示された. これらも発表時に紹

介する. 今後のモデル構築やシミュレーション条件

の考察の際に有用な情報であると考えられる. 
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